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立冬が過ぎて も穏や かな日が続き 、まだ いいかと思っ ていま したが、朝夕 ぐ

っと冷え込み、急い で 衣替えの今日 この頃 です。現在会員登録 数 2,835人さま。 

次号は 12月 20日発行 の予定です／  
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●  連続講座「幼い 子 どもの文学を 考える 」  

文学の面白さ を、最 初に覚える「幼年文 学」。５ 歳から８ 歳を 中心とした読 者

を、大人は、 長い間 、つかみきれ ていま せんでした。  

英 米 で 幼 年 文 学 が 成 立 し て い く 歴 史 を 辿 っ た 後 、 作 家 ・ 翻 訳 者 ・ 図 書 館 員 と

し て 活 躍 さ れ た 渡 辺 茂 男 、 松 岡 享 子 両 氏 の 作 品 を 通 し て 、 日 本 で の 受 容 と 幼

年文学の魅力 を考え ていきます。  

講  師：三宅 興子（ 当財団特別顧 問、梅 花女子大学名 誉教授 ）  

日  時： 12 月 22 日（土）、平成 31 年１月 26 日（土）、２月 23 日（土）  

各回  午後２時～４ 時  

場  所：大阪 府立中 央図書館  ２階大会 議 室  （東大阪 市荒本 北）  

内  容：  

第１回「幼年 文学の 歴史－英米の 歴史を 中心に－」  

第２回「幼年 文学を よむ①  渡辺 茂男作 品を中心に」  

第３回「幼年 文学を よむ②  松岡 享子作 品を中心に」  

定  員：各回  50 名（申込先着順）  

参加費：各回 1,000 円  

主  催：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  

助  成：子ど もゆめ 基金助成活動  

お申し込み、 詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 



●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『 ぎ り ぎ り の 本 屋 さ ん 』 ま は ら 三 桃 、 菅 野 雪 虫 、 濱 野 京 子 、 工 藤 純 子 、 廣 嶋

玲子 /著  講談社  2018 年 10 月  対象年齢 ：小学校高学 年以上  

 

あ ら す じ ： ５ 人 の 作 家 に よ る 小 学 ５ 年 生 を 主 人 公 に し た 「 ぎ り ぎ り 書 店 」 に

ま つ わ る 連 作 集 。 菜 子 へ の い じ め に 加 担 し た 罪 悪 感 か ら 本 屋 に 入 る 菜 菜 子

（「 ひ と つ 多 い “ な ”」）、 お 葬 式 で 親 戚 に 話 し か け ら れ る 対 処 法 の 本 を 買 っ

た荒太（「ベスト アン サー」）、ド ジな菜子が 隣の席の悠司 に厄除 けの本を薦

め ら れ る 「 ラ ッ キ ー な 菜 子 」、 本 の 世 界 に 入 り 込 む 葉 月 と 美 央 （「 思 い 出 の

か み か く し 」）、 妹 の 誕 生 日 に 本 を 買 う た め に 、 逃 げ た 本 を 捕 ま え る ア ル バ

イトをする健 介のこ と（「魔本 、妖本に ご 用心！」） で構成さ れ ている。  

 

Ｙ：「 本を読む ってど ういうこと？ 」とい う テーマをデビ ュー 12 周年の５人の

作家がユーモ ラスに 描いた本が出 ました 。  

Ｔ：同著者に よる 2016 年『ぐるぐるの図 書室』に続く 作品で 、「ぎりぎり書

店 」 と い う 空 間 を 全 て の 作 家 が 使 っ て い る と 同 時 に 、 登 場 人 物 も 関 わ り 合

っているとこ ろが統 一感を生み出 してい て、制作過程を知 りた くなります 。 

Ｙ：最も関わりが深 いのが、「ひとつ多 い“な”」（ま はら三桃 ）と「ラッ キー

な 菜 子 」（ 濱 野 京 子 ）。 前 者 で は 菜 菜 子 が 菜 子 の い じ め に 加 担 し て し ま っ て

も や も や し 、 後 者 で は 、 そ の 菜 子 が い じ め ら れ て い る こ と に 無 自 覚 な 様 子

と、それを心 配する 同級生が描か れます 。  

「ベストアン サー」（ 菅野雪虫）は ちょっと 毒があってう まい！ と思った作

品でした。  

Ｔ ： 親 戚 の お 葬 式 に 行 く 途 中 の 電 車 の 中 で 読 む 本 と し て 『 人 生 の ベ ス ト ア ン

サ ー 』 を 買 っ た 荒 太 が 、 無 神 経 な 発 言 を 繰 り 返 す 親 戚 に 向 か っ て 、 本 を 参

考にしたため に不謹 慎な言葉を言 ってし まい、ひんし ゅくを 買います。  

い ろ い ろ な 場 面 で 子 ど も は 大 人 に 虐 げ ら れ 、 心 な い 言 葉 を 投 げ か け ら れ ま

す 。 そ れ に 一 矢 報 い た 荒 太 を 、 読 者 は し て や っ た り と 思 う の で は な い で し

ょ う か 。 本 に は そ う い う 子 ど も た ち の 気 持 ち を 認 め 、 自 ら の 気 持 ち を 相 対

化させる機能 がある ことを、この 作品は 語っているよ うに思 います。  

事実、荒太が『ベ スト アンサー』を買 う時、店主は「本は『災 いを 減らす』

こ と は で き る 。 で も 防 災 に は な ら な い 。」（ p.59） と 本 の 役 割 を 語 っ て い ま

す。  

Ｙ：つま り、『ぎり ぎ りの本屋さん』は、本屋は自分だ けの時 間を過ごせ、安

ら ぎ を 得 た り エ ネ ル ギ ー を 回 復 し た り す る 場 所 で 、 読 書 と は 、 自 分 の 気 持

ち を 整 理 す る こ と 、 災 い を 減 ら す こ と 、 同 じ 本 を 楽 し む こ と に よ っ て 友 だ

ち と 結 び つ く こ と 、 想 像 の 世 界 へ 入 り 込 む こ と 、 魅 力 的 な 登 場 人 物 に 出 会

う こ と が で き る も の で あ る な ど 、 本 屋 さ ん や 読 書 の 魅 力 が 多 様 な 方 向 か ら

描かれている 本だと 思いました。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 



《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 39 回「二人の役 人 」  

子どもの語り が寓意 するもの  

 

賢治童話には しばし ば、役人およびそ れら に関連する役 所など が登場します 。

「ポラーノの 広場」（ 本メルマガ No.96、 97）には、モリ ーオ市 の博物局に勤

務 す る 下 級 役 人 ・ レ オ ー ノ キ ュ ー ス ト が 出 て き ま し た 。 ま た 〈 あ る 小 さ な 官

衙 に 関 す る 幻 想 〉 と い う 副 題 を 持 つ 「 猫 の 事 務 所 」 は 、 猫 の 役 所 が 舞 台 と な

った作品です 。  

 

一 方 、 本 作 「 二 人 の 役 人 」 に 登 場 す る の は 、 国 家 の 権 力 機 構 に 組 み 込 ま れ て

いる〈小役人 〉です 。  

 

物 語 は 〈 そ の 頃 の 風 穂 の 野 は ら は 、 ほ ん と う に 立 派 で し た 〉 と い う 書 き 出 し

か ら 語 ら れ ま す 。 ９ 月 末 の あ る 日 曜 日 、 尋 常 ５ 年 生 の 〈 私 〉 が 藤 原 慶 次 郎 を

誘 っ て 野 原 に 出 向 く と 、 入 口 に は 〈 本 日 は 東 北 長 官 一 行 の 出 遊 に つ き こ れ よ

り 中 に は 入 る べ か ら ず 〉 の 札 。 が 二 人 は 長 官 見 た さ に 制 札 を 無 視 し て 奥 へ と

入りこみ、蕈 （きの こ）をとって 遊びま す。  

 

そのうちに役 人が二 人、〈私 〉たち の方に 大急ぎでやっ てきま す。殺され るに

違 い な い と 青 く な り ま す が 、 役 人 た ち は 長 官 一 行 の 出 遊 の た め 、 栗 を 撒 い た

り蕈を置いた りする など、いわば “仕込 み”をしてい たので した。  

 

そ の 仕 込 み が 、 あ ま り に わ ざ と ら し く 子 ど も だ ま し で 滑 稽 な の で す 。 栗 の 木

で は な い と こ ろ に 栗 の 実 を 撒 い た り 、 短 い 萱 の 穂 を 地 面 に 植 え 、 そ こ に 集 め

た 蕈 を 刺 し た り 。 役 人 の 手 伝 い を す る う ち に 、 二 人 は と う と う お か し く な っ

て （ 役 人 と と も に ） 笑 っ て し ま い ま す 。 国 家 の 大 臣 （ 長 官 ） を 迎 え る と い う

準 備 に も 関 わ ら ず 、 子 ど も の 遊 び の 延 長 で し か な い よ う な 行 為 。 一 時 的 に 成

立した４人の 共犯関 係が作品の面 白さの 一つといえま す。  

 

結末、〈私〉たち はそ の場から去り、長 官 には会えずじ まいと なります。しか

し 翌 年 、 町 の 中 学 校 に 入 っ た 二 人 は 、 そ の 役 人 た ち と 時 々 出 会 い ま す 。 二 人

を覚えていな い役人 に対し、〈私たち はち ゃんとおぼえ てゐた 〉とのこと 。秋

枝 美 保 は 〈 幼 い と き の 役 人 に つ い て の 記 憶 が 後 の 教 育 で す ら ぬ ぐ い 去 る こ と

ができなかっ た〉点 を指摘、〈二人の 小学 生が見たのは 、役人 というものを 通

してみる国家 という もののナンセ ンス性〉であり、役人へ の〈強 烈な皮肉〉（「二

人の役人」 2003 年） と述べていま す。  

 

中 央 か ら や っ て く る 役 人 に 支 配 さ れ 続 け て い た 東 北 。 か つ て 存 在 し た 豊 か な

野 原 が 失 わ れ る 語 り に も 、 そ の 場 し の ぎ や ま や か し の 職 務 を 担 う 役 人 に 対 す

る、子どもの 側から の怒りと諦め に似た 感情を見るよ うです 。（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、筑 摩書房版『宮 沢賢治 コレクション 』４に よりました 。）  

 

***************************************************************** 
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***************************************************************** 

その 11 さまざまなご 質問にお答え します （ 17）おはな しにつ いて１  

 



質問：昔話を語る時、書かれている 言葉を そのまま覚え る必要 がありますか 。  

 

こ の 質 問 は 簡 単 に は 答 え ら れ な い の で 、 数 回 に 分 け て お 答 え し た い と 思 い ま

す。  

 

本 来 、 語 り は 耳 で 聞 い て 記 憶 に 残 っ た も の を 語 り 継 い で い く も の で す 。 そ の

ときには、語って もら った言葉を一 言一句 そのまま語っ たはず はありません 。

け れ ど 、 耳 で 聞 き 、 覚 え 、 そ の 要 点 を つ か ん で 語 る と い う 昔 の 人 に は で き て

い た こ と が 、 文 字 に 頼 る 生 活 を 送 る よ う に な っ た 私 た ち に は 困 難 に な っ て い

る の も 事 実 で す 。 語 り 継 が れ て き た 同 じ 話 を 何 度 も 耳 で 聞 く と い う 経 験 も 薄

れてきていま す。  

 

こ の よ う に 文 字 社 会 に 浸 り き っ た 私 た ち が 、 語 り の 楽 し さ 、 語 り 継 が れ て き

た 物 語 の お も し ろ さ を 継 承 す る た め に 行 っ て い る の が 、 図 書 館 や 学 校 な ど の

公 共 の 場 で 行 っ て い る お は な し で す 。 多 く の 場 合 、 お は な し は 、 書 か れ て い

る文献から覚 えて子 どもたちに語 ります 。  

 

初 心 者 の 方 は 、 そ の ま ま 覚 え て 語 っ た ら 、 耳 に 心 地 よ く て お も し ろ い テ キ ス

ト を 、 選 ぶ こ と を お す す め し ま す 。 東 京 子 ど も 図 書 館 の 『 お は な し の ろ う そ

く 』 や 「 子 ど も に 語 る 」 シ リ ー ズ （ こ ぐ ま 社 ） に は 、 覚 え た ま ま 語 る こ と の

できるお話が 多く掲 載されていま す。  

 

け れ ど 、 昔 話 は 星 の 数 ほ ど あ り 、 少 し 語 り 慣 れ て く る と 、 文 字 で 書 か れ た ま

ま 語 れ な く て も 、 ぜ ひ 、 こ の お は な し を 語 り た い と 思 う こ と が あ る の は 当 然

です。そこで 、次回 はこのことに ついて 考えてみたい と思い ます。  

 

＊次号は「その 11 さまざまなご質 問にお 答えします（ 18）」 の 予定です。  

ぜひ、ご質問 やご意 見をお待ちし ており ます。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

奈良県立美術 館で 12 月２日まで開 催され ている特別展「ブ ラテ ィスラヴァ世

界 絵 本 原 画 展  Ｂ Ｉ Ｂ で 出 会 う 絵 本 の い ま 」 に 行 っ て き ま し た 。 こ の 原 画 展

は 、 ス ロ ヴ ァ キ ア の 首 都 ブ ラ テ ィ ス ラ ヴ ァ で ２ 年 ご と に 開 催 さ れ る 世 界 最 大

規 模 の 絵 本 原 画 コ ン ク ー ル の 出 品 作 品 か ら 選 ば れ て い ま す 。 作 品 は 、 過 去 ２

年 間 に 出 版 さ れ た 絵 本 を 対 象 に 各 国 が 選 出 し て お り 、 各 作 家 の 原 画 は １ ｍ ×

１ｍのパネル ２枚分 に収まる範囲 で出品 されるそうで す。  

 

展示は、「 ＢＩＢ 2017 受賞作家」、「 ＢＩＢ 2017 日本代表作家  絵本づくりと

そ の ひ み つ 」、「 い ま 気 に な る 絵 本 の 国  中 国 、 イ ラ ン 、 イ ス ラ エ ル 、 韓 国 」

の ３ 部 構 成 に な っ て い ま し た 。 原 画 に は 作 品 の 解 説 の 他 に 作 家 の コ メ ン ト が

つ け ら れ て い て 、 ど ん な 思 い で 描 か れ た の か な ど も わ か り ま す 。 原 画 が 使 わ

れた絵本も置 いてあ り、手にとっ て見る ことができま す。  

 

その中にはイ ランの『 わたしは一頭 のシカ でした』（ ナルゲス・モ ハンマディ、

金 の り ん ご 賞 ） の 黒 い 夜 空 を 見 上 げ る シ カ の 絵 や 、 イ ス ラ エ ル の 『 マ ア マ ア

と、サッサカとオヒ サマ』（オフラ・ア ミ ット、金牌）の赤と 青の色鉛筆で 描

かれた動物た ちがと びはねている 楽しそ うな絵、韓 国の『 ヒキ ガエルがいく 』

（パク  ジォンチェ ）の何とも言え ない表 情のカエルの 絵があ り、強く印 象に



残りました。  

 

日 本 の 作 品 は 、 原 画 と と も に 、 ラ フ 、 ダ ミ ー 本 、 取 材 メ モ 、 材 料 、 コ ン ピ ュ

ータグラフィ ックス での作画手順 など、 15 作家それぞれの 制作 過程がわかる

ようになって います 。水彩で細密に描 か れた『たんぽぽ 』（荒 井真紀、金のり

ん ご 賞 ）、 絹 の 布 に 墨 や 顔 料 で 描 か れ た 『 で ん き の ビ リ ビ リ 』（ こ し だ ミ カ ）、

アイヌに伝わ る昔話『ひまなこなべ 』（ど いかや）など、日本 で活躍中の絵 本

作家の 作 品 を ま と め て 見 る こ と が で き 、 得 を し た 気 持 ち に な り ま し た 。（ Ｋ ） 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●講座  子どもと本 の 集い 2018 「ＹＡのた めの新しい読 書の扉 をひらこう！

『 13 歳からの絵 本ガ イド  ＹＡのための 100 冊』について」  

講  師：ひこ・田中 （ 児童文学作家 、評論 家）  

    松田素子（ 編 集者、作家、 翻訳者 ）  

コーディネー ター： 西村安曇（西 村書店 総合企画部）     

日  時： 12 月９日（日 ）午後１時 30 分～４ 時 10 分  

場  所：吹田市立中 央 図書館  ３階 集会室 （吹田市出口 町）  

定  員： 50 人    参 加費：無料    申 込み：必要  

主  催：吹田子ども の 本連絡会  

 

●  資料展示「ふし ぎ の描き方－あ まんき みこ＆富安陽 子の世 界－」  

日 本 を 代 表 す る ２ 人 の 児 童 文 学 作 家 に は ふ し ぎ な 世 界 を 描 く と い う 共 通 点 が

ありますが 、その描 き方は少し違 います 。「ふしぎ 」をテーマ に 作品世界をた

どります。  

会  期：開催中～ 12 月 28 日（金）  休 館 日あり  

会  場：大阪府立中 央 図書館  １階展示コ ー ナー  （東大阪市荒 本 ）  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  

協  力：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《 １》「こ の本読んだ？」で紹介 しました『ぎり ぎりの 本屋さん』

を１名の方に プレゼ ントします 。ご希望の 方は、メー ルで件名「 メルマガ NO.99

プレゼント希 望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メー

ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5) こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 12 月 10 日 (月 )、当選発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

ど っ ぷ り と 冬 に な り 切 っ て し ま う ま で に 秋 を 満 喫 し よ う と 、 休 み の た び に ど

こ か に 行 か ね ば と あ せ り 気 味 。 新 聞 や テ レ ビ の 紅 葉 の 情 報 に ひ か れ 、 い ざ 行



こ う と し て も 、 超 満 員 で あ っ た り す で に 色 あ せ て い た り ・ ・ ・ 。 来 年 の た め

に 覚 え て お こ う と し て も 、 そ の 時 期 が 過 ぎ て か ら 気 が 付 く 始 末 。 ま ず は 手 近

に通勤の車窓 や近く の街路樹で楽 しむこ とにしよう。 （ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


